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放課後児童クラフや児童館との交流や、障
害のなしヽ子どもと活動する機会があるか (0 tD Z

支援の内容、利用者負担等につしヽて丁寧な
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子どもの発達の状況や課題 (こついて共通理
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保護者 :こ 対して画談ゃ、育児に関する助言
等の支援が行われているか
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父母の会の活動 支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援され
ているか 14 2
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子どもや保護者からの苦惰 (こ ついて、対応:の

体制睦整備するとともに、子どもや保護者:こ

周郷・説明し、苦情があつた場合 (こ迅速かつ
通切 (こ対応しているか
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子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達
のための吾こ慮がなされているか
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緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、保護者に周
知・説明されているか
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非常災害の発生に備え、定期的 |こ 1:卒難、救
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子どもは通所を楽しみ|こしているか λ 2 イロ91た
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i 放雷果後等デイサービスを澤壌用する個々の子ども:こついて、その有する能力、置かれている環境や曇常生活全ii簸:Φ状況:こ鋳
するアセスメントを通じて、総合釣な支援藝標及び出舞嚇転 生活全般の質を向上させるたあの課題、支援の具体的内容、支
援を提供する上での留意事項などを記載する計画のこと。放課後等ディサービス事業所の児童発達支援管理責任者が作成す
る。
:: 

事業所の日々の支援の中■ 一定の目的を持つて行われる個々の活動のこと。子どもの簿書特性|ゃ課題、平彗/体難/
長期体胸 霧讐等:こ応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されて与ゝる。
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